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審 議 会 等 名 令和８年度第１回海老名市社会教育委員会議 

開 催 日 時 令和８年６月 24 日（水）10 時から 12 時 10 分まで 

場 所 えびなこどもセンター 201 会議室 

出 席 者 

社会教育委員９名 

金田委員、栗山委員、里村委員、三田委員、庄司委員、 

中谷委員、中野委員、橋本委員、和田委員 

事務局９名 

教育長 伊藤 文康 

教育部長 江下 裕隆 

教育部次長 一杉 幹也 

学び支援課長 大杉 誠 

学び支援課課長補佐兼若者支援室長 三尾 まどか 

学び支援課学び支援係長 永田 祥子 

学び支援課主幹兼指導主事兼社会教育主事 西村 幸太 

学び支援課学び支援係主事 山田 隼 

学び支援課学び支援係主事 小島 和也 

指定管理者２名 

 中央図書館 有冨氏 

有馬図書館 大河原氏 

傍 聴 人 数 ０名 

公 開 の 可 否 □公開 ■一部非公開 □非公開 

一部非公開・

非公開の理由 
議題（４）については、予算に係る内容であるため非公開 

議 題 

（１）県社教連理事及び学校・地域ネットワークづくり運営

委員の選出について 

（２）海老名市社会教育計画について 

（３）えびなっ子ふれあいフェスタ・えびなっ子いきいきシ

ンポジウムについて 

（４）令和８年度社会教育関係団体への補助金について 

（５）海老名市立図書館について 

（６）その他 



資 料 

（１）次第 

（２）席次表、出席者名簿 

（３）社会教育法、図書館法（抜粋） 

（４）海老名市社会教育委員条例、海老名市社会教育委員会

議規則 

（５）神奈川県社会教育委員連絡協議会「社会教育委員活動

のためのハンドブック」（抜粋） 

（６）海老名市社会教育計画 

（７）えびなっ子ふれあいフェスタ・えびなっ子いきいきシ

ンポジウムについて 

（８）令和８年度海老名市社会教育関係団体への補助金につ

いて 

（９）海老名市立中央図書館「2026年度事業計画」 

（10）海老名市立有馬図書館「令和８年度の取り組み」 

（11）令和９年海老名市二十歳の祝典の挙行について 

 

〇会議の内容 

１ 開会 

【事務局】 定刻となりましたので、令和８年度第１回海老名市社会教育委員会議

を開会いたします。 

これより委嘱状の交付を行います。 

２ 委嘱状交付 

【教育長】 （伊藤教育長より委嘱状交付） 

３ あいさつ 

【事務局】 続きまして、伊藤教育長よりごあいさつ申し上げます。 

【教育長】 （伊藤教育長あいさつ） 

４ 自己紹介 

【事務局】 令和８年度第１回目の会議となりますので、委員の皆様と事務局から

自己紹介をお願いいたします。 

【委員】 （委員自己紹介） 

【事務局】 （事務局自己紹介） 

５ 社会教育委員の役割について 

【事務局】 （関係法令、規則に沿って団体、会議、役割について説明） 

６ 議長・副議長の選出 

【事務局】 それでは、海老名市社会教育委員会議規則第２条により、委員の互選

により議長・副議長を１名ずつ選出したいと思います。いかがでしょう

か。 



【委員】 事務局一任でいかがでしょうか。 

【事務局】 ありがとうございます。事務局案といたしましては議長を金田委員、

副議長を橋本委員としたいと思いますが、これにご異議等ございますで

しょうか。 

【委員一同】  （異議なし） 

【事務局】 ありがとうございます。皆様にご賛同いただきましたので、議長は金

田委員、副議長は橋本委員となりました。 

それでは、これより議事に入ります。金田議長、議事の進行をお願い

いたします。 

７ 議事 

【議長】 それでは、議事を進めさせていただきます。 

１点目、「県社教連理事及び学校・地域ネットワークづくり運営委員

の選出について」事務局より説明をお願いいたします。 

【事務局】 （県社教連理事、学校・地域ネットワークづくり運営委員の役割につ

いて説明） 

事務局からの提案として、昨年度に引き続き理事を金田議長に、学

校・地域ネットワークづくり運営委員を中谷委員にお願いしたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

【委員一同】 （異議なし） 

【議長】 ありがとうございます。皆様にご賛同いただきましたので、県社教連

理事は金田議長、学校・地域ネットワークづくり運営委員は中谷委員と

なりました。続いて２点目、「海老名市社会教育計画について」事務局

より説明をお願いいたします。 

【事務局】 （海老名市社会教育計画について説明） 

【議長】 事務局の説明が終わりました。この点について、皆様からご意見・ご

質問等ございますでしょうか。 

【委員】 （意見等特になし） 

【議長】 それでは、昨年度策定した計画に基づいてこどもだけではなく、大人

の目指す姿も実現できるよう、皆様と協力して取り組んでいきたいと思

います。 

続いて３点目、「えびなっ子ふれあいフェスタ・えびなっ子いきいき

シンポジウムについて」事務局から説明をお願いします。 

【事務局】 （えびなっ子ふれあいフェスタ・えびなっ子いきいきシンポジウムに

ついて説明） 

【議長】 事務局から説明がありました。説明の中で、えびなっ子いきいきシン

ポジウムの今年度のテーマについて、事務局から話がありました。この

点について委員の皆様からご意見ございますでしょうか。 



【委員】 目指す大人の姿については、時間をかけて慎重に取り組むべきではな

いか。 

【委員】 目指す大人の姿については、テーマがぼんやりしてしまう。また、子

どもと大人両方をテーマにして扱うのは難しいのではないか。 

【委員】 えびなっ子いきいきシンポジウムの前には、えびなっ子ふれあいフェ

スタをやっている。こどもにフォーカスしつつ、少しずつ大人について

も肉付けしていくのがよいのではないか。 

【議長】 せっかく目指す大人の姿も計画に入れたので、こどものテーマに関連

付けて大人についても取り上げた方がいいのではないか。 

【委員】 海老名市内は、県内の市で学童保育クラブの利用率がいちばんと聞い

て、親子の関わりが希薄になってしまっていると感じた。また、昨年度

のシンポジウムでは挨拶等は大人が見本を見せないとこどももできない

という意見も多かった。そのため、大人とこども両方の何かできるとこ

ろを探せる場にしてはどうか。 

【委員】  こどもたちに目線を向けた団体やサークルの横のつながりが希薄であ

る。親子のつながりも以前と異なっているように感じる。シンポジウム

では、大人とこどもが混ざり合う形で取り組めたらよいのではないか。 

【委員】  目指すこどもの姿と大人の姿は非常にリンクしているように感じる。

こどもだけではなく、大人も一緒に取り扱うのがよいのではないか。 

【委員】  ふれあいフェスタに付き添いで来ている親が一緒に体験できる仕組み

作りもあるとよいと思う。 

【議長】  今回の意見を踏まえ、次回以降の会議でテーマ等を決定していきたい

と思います。続いて４点目、「令和８年度社会教育関係団体への補助金

について」事務局から説明をお願いします。 

海老名市情報公開条例第７条第３号の規定により、非公開 

【議長】 続いて５点目、「海老名市立図書館について」です。初めに、「海老

名市立中央図書館について」中央図書館館長有冨様お願いします。 

【指定管理者】 （海老名市立中央図書館 2026 年度事業計画について説明） 

【議長】 ありがとうございます。こちらに関してご意見等いかがでしょうか。 

【委員】 音楽鑑賞のイベントを実施しているが、会場はあるのか。 

【指定管理者】 １階の入り口付近にイベント用のスペースがある。普段は座席が並ん

でいるが、イベント時は撤去して会場として使用している。 

【委員】 マジックショーの出演料等はいくらかかっているのか。 

【指定管理者】 出演料等は、交通費込で２～３万円で進めさせていただいている。 

【議長】 平日開催の科学の時間について、どのあたりの地域からこどもたちが

来ているのか。 

【指定管理者】 市内と市外半々ぐらいでご参加いただいている。 



【議長】 ありがとうございます。続いて「海老名市立有馬図書館について」有

馬図書館館長大河原様お願いします。 

【指定管理者】 （海老名市立有馬図書館 令和８年度の取り組みについて説明） 

【副議長】 ありがとうございます。こちらに関してご意見等いかがでしょうか。 

【委員】  有馬図書館の取組とは少しずれるが、電子図書館について借りられる

本が少ないように感じる。どういう仕組みになっているのか。 

【指定管理者】  電子図書館のコンテンツについては、一度購入したら永久的に閲覧で

きるわけではなく、一定の貸出数を超えると閲覧ができなくなってしま

う。そのため、資料の件数を増やすことは難しい。 

【議長】  有馬図書館にしかない書籍、イベントの PR をぜひ積極的に行ってい

ただきたい。また、大人のぬいぐるみお泊り会も取り入れていただき、

ありがたい。 

【委員】  有馬図書館は、地域特化のアットホームのような図書館でよいと思

う。 

【委員】  中央図書館よりも有馬図書館の方が利用する機会が多い。それぞれに

それぞれの特徴があるが、有馬図書館はほっとするような雰囲気が良

く、地域の特色を生かしたイベントの企画などが魅力に感じる。 

【委員】  有馬図書館は駐車場が無料であるため、行きやすい。大人のぬいぐる

みのお泊り会も面白い取組であると感じる。 

【副議長】  両図書館ともイベントの企画力が素晴らしいと感じている。従来の図

書館の本を読む場所というイメージが変革してきて、人それぞれの図書

館とのかかわり方が多様化してきている中で、そのニーズに合った形で

よい。 

【議長】 ありがとうございます。続いて６点目、その他の部分で「令和９年海

老名市二十歳の祝典の挙行について」事務局から説明をお願いします。 

【事務局】 （令和９年海老名市二十歳の祝典の挙行について説明） 

【議長】 事務局から説明がありました。このことについて、皆様からご意見・

ご質問等ございますでしょうか。 

【委員】 記念品は何か用意するのか。 

【事務局】 予算に限りがあるが、どういう記念品を用意するか、企画をするかな

ど今後の実行委員会で検討していく。令和８年はカーネーションを用意

した。 

【議長】 なぜカーネーションを用意したのか。 

【事務局】 ぜひ海老名市産のものを用意したいという意見があった。近年、花束

を持って参加する新成人も多く、1 人 1 本ずつカーネーションを配るこ

ととした。 



【議長】 ありがとうございます。議事は以上です。全体を通してご意見・ご質

問等ありますでしょうか。特になければ、進行を事務局にお返しいたし

ます。 

８ その他 

【事務局】 金田議長、議事の進行ありがとうございました。続きまして、県社会

教育委員連絡協議会総会について金田議長から報告いたします。 

【議長】 （県社教連総会について報告と説明） 

【議長】 （海老名市社会教育委員会議だよりについて説明） 

【事務局】 次回の会議については、令和８年７月 29 日(水)午前 10 時 30 分から

を予定しております。別途案内を送付いたしますので、ご確認いただき

ますようよろしくお願いいたします。 

９ 閉会 

【事務局】 閉会のごあいさつを橋本副議長からいただきたいと思います。 

【副議長】 （橋本副議長あいさつ） 

【事務局】 これをもちまして、令和８年度第１回海老名市社会教育委員会議を閉

会いたします。 

皆様、今年度もよろしくお願いいたします。 

 


